
正

　

徹

　

と

　

了

　

俊

－
　
師
事
過
程
と
歌
書
相
伝
め
ぐ
っ
て

は

　

じ

　

め

　

に

正
薇
と
了
俊
　
－
　
二
人
の
関
係
は
、
形
式
的
に
言
え
ば
師
弟
の
間
柄
で
あ

る
。
了
俊
に
と
っ
て
正
徹
は
、
単
な
る
弟
子
の
一
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
正
徹
に
と
っ
て
了
俊
は
、
払
拭
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
影

で
あ
っ
た
。
感
受
性
の
強
い
青
年
期
に
遭
遇
し
た
位
大
な
師
の
試
練
が
、
そ
の

人
問
の
生
涯
に
微
妙
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、
正
徹
に
と
っ
て
価
了

稜
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
上
三
二

了
俊
の
著
作
は
か
な
h
ソ
の
故
に
の
ぼ
る
が
、
弟
子
正
徹
に
関
し
て
、
直
接
、

積
極
的
に
発
言
し
た
も
の
は
み
え
な
い
た
め
、
二
人
の
関
連
を
さ
ぐ
る
に
は
、

も
っ
ぱ
ら
「
正
徹
物
語
」
　
「
草
根
集
」
な
ど
、
正
徹
側
の
資
料
に
依
拠
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
特
に
「
正
徹
物
語
」
は
、
彼
の
晩
年
の
回
想
（
注
－
）
、
し
か
も
、
他

人
の
打
開
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
叙
述
に
対
し
て
、
慎
重
に
処

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
「
正
徹
物
語
」

の
諸
本
を
比
較
検
討
し
た
り
、
了
俊
の
著
作
に
目
を
通
し
、
で
き
る
だ
け
そ
れ

と
、
関
連
す
る
記
事
を
み
い
だ
し
て
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

正
徹
と
了
俊
の
関
係
に
は
、
歌
風
の
問
題
、
古
典
講
釈
な
ど
の
分
析
方
向
も

〓

利

考
え
ら
れ
る
が
、
本
考
で
は
、
「
正
徹
物
語
」
の
了
俊
関
係
記
事
を
中
心
に
、

二
人
の
師
叫
過
程
を
跡
付
け
、
さ
ら
に
、
歌
書
相
伝
の
械
榊
を
た
ど
り
、
伝
記

上
の
諸
問
題
に
も
言
及
し
て
ゆ
き
た
い
。

て
師
事
過
程

正
微
が
了
俊
に
最
初
に
出
会
っ
た
場
面
は
、
「
正
徹
物
語
」
に
、
お
よ
そ
五

十
校
年
前
と
は
思
わ
れ
ぬ
ほ
ど
、
克
明
か
つ
印
象
的
に
回
想
さ
れ
て
い
る
。
か

か
る
鮮
明
な
思
い
串
を
綴
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
正
徹
が
常
々
、
そ
の
場
海

を
反
讃
し
て
い
た
証
拠
で
あ
り
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
出
会
い
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
る
。

川
　
応
永
頃
、
東
洞
院
に
住
居
を
か
ま
え
て
い
た
正
徹
は
、
愚
行
院
の
律
僧
に

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

と
も
な
わ
れ
「
冷
泉
の
為
芦
、
冷
泉
の
為
邦
、
前
探
題
了
俊
、
其
外
近
習
の

人
村
人
餃
」
な
み
い
る
、
冷
泉
派
の
歌
人
の
八
月
二
十
五
日
の
月
次
歌
会
に

出
座
し
た
。
そ
の
時
、
了
俊
は
「
八
十
散
の
入
道
」
で
、
正
徹
自
身
は
十
四

才
で
あ
っ
た
。
（
「
正
徹
物
語
」
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

但
し
、
諸
本
の
異
同
は
随
時
触
れ
る
っ
）
　
（
筈
）

こ
の
回
想
に
は
明
ら
か
な
矛
盾
が
あ
る
。
即
ち
、
了
倭
八
十
統
才
と
い
え
ば
、
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応
永
士
互
い

五l三g

（
写
・
神
A
・
電
・
高
－
十
四
、
五

才
）
と
い
え
ば
、
応
、
些
元

（
他
の
諸
本
に
よ
る
と
、
応
永
元
～
ニ

年
）
　
で
、
そ
こ
に
約
十
年
の
錯
誤
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
．
こ
の
歴
史
的
な
二
人
の
出
会
い
の
時
期
に
は
諸
説
あ
り
、
児
山
敬

一
氏
は
、
応
永
元
年
、
ま
た
は
二
年
（
任
3
）
、
伊
地
知
鉄
男
氏
は
、
応
永
三
、

四
年
頃
と
さ
れ
（
注
4
）
、
さ
ら
に
、
井
上
宗
雄
氏
は
、
了
俊
の
行
動
と
「
高
野

春
秋
編
年
輯
録
」
な
ど
参
照
し
、
応
永
三
年
の
可
能
性
も
提
示
さ
れ
た
（
注
5
）
。

一
方
、
こ
の
時
期
の
確
認
に
最
も
合
理
的
な
解
釈
を
ほ
ど
こ
さ
れ
た
の
は
川

添
昭
二
氏
で
、
了
俊
の
詳
細
な
伝
記
考
究
に
よ
り
、
彼
が
突
然
、
九
州
探
題
を

解
任
さ
れ
、
京
都
に
召
還
さ
れ
た
の
は
、
応
永
二
年
閏
七
月
、
そ
の
後
「
路
次

の
票
な
こ
と
を
思
う
て
、
了
俊
は
上
京
を
離
し
て
い
る
一
缶
詣
望
。

い
っ
た
ん
は
上
京
を
拒
否
し
よ
う
と
し
た
が
、
博
多
居
住
を
と
ど
め
ら
れ
、
肥

前
一
望
一
千
薬
篭
媒
介
と
少
弐
貞
頼
・
菊
池
武
朝
の
奔
走
で
、
一
族
・
従
者

と
と
も
に
肥
前
小
城
に
落
ち
集
ま
り
、
八
月
中
旬
に
田
津
し
、
同
月
下
旬
に
着

京
し
て
い
る
一
編
禦
撃
一
。
」
（
『
今
川
了
俊
』
二
＝
頁
）
と
、
そ
の
足

跡
を
つ
き
と
め
ら
れ
、
先
の
正
徹
と
の
出
会
い
を
「
了
俊
の
九
州
肥
前
の
出
発

を
十
六
日
直
後
と
す
る
と
、
船
で
帰
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
二
十
五
日

頃
に
帰
京
し
て
い
た
と
み
て
も
、
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
。
応
永
二
年
の
こ

と
と
し
て
お
こ
う
。
」
　
（
『
今
川
了
俊
』
二
二
〇
百
）
と
さ
れ
た
。

川
添
氏
の
調
査
で
、
了
俊
は
、
応
永
二
年
八
月
十
六
日
ま
で
は
九
州
に
い
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
帰
京
し
て
、
応
永
二
年
十
一
月
十
四
日
に
は
、
駿
河
遠

江
に
下
向
し
て
い
る
か
ら
、
八
月
二
十
五
日
を
こ
の
間
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

応
永
二
年
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
（
但
し
島
本
に
は
、
毎
月
十
五
日
と
あ
り
、

こ
の
本
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
可
能
性
は
な
い
。
）
　
こ
の
推
定
は
、
あ
る
い
は
正

浩
を
得
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
を
否
定
す
る
根
拠
も
な
い
の
で

あ
る
が
、
あ
ま
り
に
合
理
的
樟
釈
に
す
ぎ
る
よ
う
な
気
も
し
な
い
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
諸
説
は
、
正
種
の
先
の
回
慾
を
、
す
べ
て
、
同
一
時
期
の
同
一

場
面
と
理
解
し
、
そ
こ
に
生
じ
て
い
る
十
年
の
錯
誤
の
原
因
を
、
「
了
俊
八
十

舘
」
の
方
を
正
徹
の
記
憶
誤
り
と
し
、
「
正
徹
十
四
、
五
才
」
　
（
回
想
と
し
て

は
、
十
四
才
よ
り
、
こ
の
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
）
の
方
に
起
点
を
お
い
て
い

る
。
が
、
回
想
の
内
容
は
、
も
っ
と
柁
雑
か
も
し
れ
な
い
。

ま
ず
「
正
徹
物
語
」
の
こ
の
段
の
、
発
話
意
図
を
み
る
と
、
二
つ
の
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
、
若
く
し
て
和
歌
を
詠
み
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
、
他

の
一
つ
は
、
最
初
か
ら
、
冷
泉
派
の
隆
々
た
る
歌
人
の
知
遇
を
受
け
た
と
い
う

こ
と
で
、
い
ず
れ
も
、
白
岩
的
な
方
向
で
な
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
治
郎
入

道
の
口
を
通
し
「
児
の
寛
あ
そ
ば
さ
る
～
草
は
今
の
時
分
更
に
無
善
事
な
り
。

祁
組
が
君
盛
り
の
時
な
ど
に
て
こ
そ
、
さ
や
う
の
串
は
承
り
し
か
。
や
さ
し
き

御
事
也
」
と
称
讃
さ
せ
て
い
る
の
で
、
「
了
俊
八
十
舘
」
に
あ
わ
せ
て
、
正
薇

二
十
四
、
五
才
で
は
し
っ
く
り
し
な
い
。
さ
ら
に
「
正
徹
物
語
」
に
よ
る
と
、

こ
の
時
期
以
降
、
奈
良
の
門
跡
へ
奉
行
し
て
歌
を
詠
ま
な
か
っ
た
が
、
「
其

後
、
親
に
を
く
れ
侍
り
L
か
ら
、
又
さ
し
出
で
て
頚
を
詠
み
侍
り
し
也
」
と
あ

り
、
正
徴
の
父
の
死
は
、
彼
二
十
才
の
時
電
の
で
（
票
）
、
こ
の
点
か
ら
も
不

都
合
で
あ
る
。
先
の
冷
泉
派
の
歌
人
の
出
座
す
る
月
次
会
へ
の
参
加
は
、
正
徹

十
四
、
五
才
と
み
る
方
が
よ
い
。
し
か
し
、
そ
の
会
に
了
俊
が
参
加
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
、
な
お
検
討
を
妻
す
る
。
応
永
二
年
頃
の
了
俊
の
行
動
か
ら
み

て
、
京
洛
で
の
正
薇
と
の
出
会
い
が
相
当
に
難
し
い
こ
と
、
そ
れ
に
了
俊
「
八

十
快
の
入
道
」
と
い
う
最
初
の
印
象
も
あ
な
が
ち
無
視
し
え
な
い
も
の
が
あ

り
、
後
述
の
よ
う
に
、
二
人
の
行
動
を
示
す
資
料
が
、
応
永
十
年
前
後
に
集
中

す
る
か
ら
で
あ
る
。
先
の
よ
う
な
回
想
を
し
た
の
は
、
自
誠
的
な
発
誹
意
図
か

ら
、
為
努
、
為
邦
ら
と
と
も
に
、
あ
え
て
了
俊
を
加
え
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
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数
年
後
、
了
稜
も
同
じ
月
次
会
に
山
座
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
二
乗
写
し

に
な
っ
て
出
先
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
正
徹
と
了
稜
と
の

葺
初
の
出
会
い
は
、
ま
だ
、
検
討
の
余
地
が
存
す
る
よ
う
に
思
う
。

総
　
皮
運
が
子
に
塵
孝
三
し
有
り
し
。
東
山
黒
谷
に
侍
り
し
。
花
の
盛
り
に
冷

ヽ

　

ヽ

泉
為
劃
い
ま
だ
宰
相
に
て
有
り
し
比
、
父
の
為
邦
・
了
稜
な
ど
同
遺
し
て
東

中
の
花
見
侍
り
L
に
「
題
を
懐
に
入
れ
て
、
道
す
が
ら
案
じ
て
鷲
尾
の
花
の

T
に
て
講
す
べ
L
」
と
在
り
し
に
、
「
さ
ら
ば
段
孝
を
さ
そ
ふ
べ
し
」
と
て
．

臆
室
へ
尋
ね
行
き
し
か
ば
、
折
節
内
に
侍
り
L
を
い
ざ
な
ひ
っ
ゝ
、
尋
花
と

て
題
を
一
苫
山
し
侍
り
し
か
ば
、
慶
孝
、

さ
そ
ほ
れ
て
木
の
も
と
毎
に
尋
ね
き
ぬ
思
ひ
の
外
に
花
や
恨
み
ん

と
侍
り
し
。
（
「
正
徹
物
語
」
二
一
〇
～
二
二
日
）

こ
の
請
に
対
し
、
児
山
敬
一
氏
は
、
正
撤
も
同
道
し
た
も
の
か
、
了
俊
な
ど
か

ら
の
灰
聞
か
、
こ
れ
だ
け
の
文
章
で
は
、
両
方
に
解
釈
で
き
る
（
琵
7
）
と
、
断

定
を
ひ
か
え
ら
れ
た
が
、
聞
書
的
な
感
じ
が
な
く
、
実
見
的
な
の
で
、
正
徹
も

同
道
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
年
時
は
、
「
冷
泉
為

ヽ

　

ヽ

芦
、
い
ま
だ
字
種
に
て
有
り
し
比
」
よ
り
か
な
り
限
定
で
き
る
。
こ
の
文
は
、

諸
本
に
異
同
も
な
く
、
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
記
憶
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
「
公

桐
箱
任
」
に
よ
る
と
、
為
芦
の
参
議
（
宰
相
）
在
任
中
は
、
応
永
八
年
三
月
二

十
四
日
か
ら
応
永
九
年
三
月
二
十
八
日
の
問
な
の
で
、
こ
の
出
来
事
も
、
そ
の

粕
問
に
限
定
で
き
る
。
井
上
氏
は
「
新
旧
暦
日
を
対
照
さ
せ
る
と
、
八
年
は
閏

一
月
が
あ
っ
て
、
二
月
一
日
が
新
三
月
廿
四
日
と
な
り
、
桜
は
二
月
十
日
頃
が

盛
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
為
努
は
参
議
任
官
以
前
で
あ
る
。
九
年
は
三
月
一

日
が
新
四
月
十
二
日
で
恐
ら
く
二
月
上
旬
が
花
盛
り
と
思
わ
れ
、
こ
の
兼
山
花

見
∴
九
年
で
あ
っ
た
」
　
（
前
掲
著
・
四
円
貢
）
と
巧
妙
な
考
証
を
さ
れ
て
い
る

が
、
芋
て
ら
く
妥
当
ぢ
見
解
で
は
な
い
か
と
思
う
。
関
に
、
川
浣
氏
も
、
了
佗

略
年
譜
で
、
応
永
九
年
に
位
置
さ
せ
て
い
る
（
托
こ
。

な
お
、
こ
の
請
の
発
話
意
図
は
、
為
封
、
了
稜
ら
と
の
、
死
山
黒
谷
で
の
花

見
を
懐
し
く
語
る
こ
と
に
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
麓
孝
の
「
さ

そ
は
れ
て
」
の
歌
の
奇
抜
な
発
憩
を
蟹
空
ま
？
」
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
・

「
正
撤
物
語
」
で
は
、
こ
の
記
事
に
続
け
て
、
素
月
と
い
う
持
倍
の
「
花
や
恨

み
ん
」
の
歌
を
「
つ
ゐ
で
に
忠
ひ
出
し
」
て
い
る
。

ヽ

　

ヽ

相
　
応
永
の
初
の
頃
了
俊
と
と
も
な
ひ
て
石
山
に
ま
う
て
持
し
に
御
堂
の
正
面

の
は
し
ら
に
了
佼
か
き
つ
け
ら
れ
圭
㌣
暗
、

は
る
か
な
る
南
の
梅
の
柿
陀
ら
く
l
C
l
J
石
の
由
に
も
品
は
た
れ
け
り

予
そ
の
筆
を
と
り
て
か
き
つ
け
し

跡
た
る
～
こ
～
さ
へ
同
し
波
の
上
に
南
の
梅
も
遠
か
ら
ぬ
か
な

そ
の
後
廿
四
年
を
へ
た
て
1
粟
津
に
か
り
そ
め
に
住
し
こ
ろ
同
寺
に
詣
て
む

か
し
俊
公
の
か
1
れ
し
歌
を
見
L
に
あ
と
も
な
く
き
え
て
と
こ
ろ
7
＼
あ
り

L
を
裏
に
覚
え
て
　
（
歌
二
首
略
）
　
（
「
草
根
集
」
巻
三
・
丹
鶴
本
）

こ
．
れ
も
、
了
稜
と
石
山
参
詣
を
し
た
と
き
の
H
憩
で
あ
る
が
、
「
応
永
い
初
」

と
は
、
具
体
的
に
何
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
「
そ
の
後
廿
四
年
」
　
（
他

の
諸
本
で
は
廿
扮
年
と
あ
り
、
こ
の
方
が
良
い
）
と
、
了
俊
の
応
永
期
の
行
動

を
関
連
付
け
、
川
応
永
四
年
説
（
藤
原
隆
景
氏
）
　
（
E
。
）
。
佃
応
永
二
～
五
年

説
（
荒
木
尚
氏
）
　
（
江
川
）
、
相
応
永
六
年
以
後
　
（
松
堕
二
大
氏
）
　
（
一
㌣
〓
）
、

川
応
永
八
・
九
年
頃
（
井
上
宗
雄
氏
）
　
（
琵
ほ
）
な
ど
、
多
く
の
諸
説
が
あ
っ

た
。

し
か
し
、
す
で
に
拙
稿
（
E
n
）
　
で
も
考
証
し
た
よ
う
に
、
新
資
料
「
永
芋
九
年

正
薇
詠
葦
」
　
（
大
東
急
記
念
文
相
穀
）
　
の
亨
か
に
、
「
エ
バ
月
）
廿
六
日
石
山

に
亭
つ
つ
、
舟
に
て
な
れ
は
こ
と
に
み
所
出
は
く
柏
し
か
と
も
、
み
ち
す
か
ら
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は
通
鍋
百
雷
に
て
上
下
せ
し
か
は
、
寛
な
と
も
よ
ま
す
そ
持
し
、
御
堂
へ
ま
い

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

、

ヽ

　

ヽ

り
L
に
、
三
十
あ
ま
り
め
い
に
L
へ
故
伊
与
入
遺
丁
俊
と
ゝ
も
な
ひ
て
ま
い
り

た
り
し
に
、
御
堂
の
西
の
柱
に
、
は
る
か
な
る
南
の
海
の
稲
陀
羅
君
石
の
山
に

も
あ
と
は
た
れ
け
り
と
か
1
れ
L
に
…
…
」
と
、
再
度
の
石
山
参
詣
の
記
事
が

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
再
度
の
参
詣
は
、
永
宇
九
年
六
月
二
十
六
日
と
な

り
、
通
説
よ
り
、
約
十
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
「
草
根
集
」

の
「
廿
僚
年
」
は
「
三
十
あ
ま
り
」
の
誤
写
に
あ
る
。
従
っ
て
「
応
永
の
初
」

は
、
永
享
九
年
か
ら
三
十
於
年
前
、
応
永
十
年
前
後
と
な
る
。

な
お
、
正
広
の
家
集
「
松
下
集
」
　
（
闇
立
国
会
図
書
館
蔵
）
　
に
よ
る
と
、
再

度
の
石
山
参
詣
に
際
し
「
昔
老
僧
（
正
徹
の
こ
と
～
私
注
）
古
仏
地
院
長
算
誘

引
あ
り
て
」
と
あ
り
、
仏
地
院
長
算
を
同
遺
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

同
　
或
所
の
褒
旺
の
骨
に
、
為
芦
掴
、
契
絶
恋
に
、

か
け
て
う
き
磯
松
が
ね
の
あ
だ
投
は
我
身
に
帰
る
袖
の
浦
風

と
詠
み
L
を
、
・
一
座
こ
と
｛
＼
く
負
の
よ
し
申
し
侍
り
L
を
、
我
一
人
い
ひ

ヽ
ヽ

は
り
て
、
殊
睦
の
よ
し
叩
し
き
。
（
中
略
）
了
俊
音
も
せ
ず
し
て
聞
き
l
J

て
、
あ
り
／
＼
て
落
涙
し
て
、
「
げ
に
さ
に
て
侍
り
」
と
申
さ
れ
し
時
、
一

座
唐
一
同
に
閉
口
し
て
勝
に
さ
だ
め
ら
れ
き
。
扱
後
に
作
者
を
あ
ら
は
し
た

れ
ば
、
為
労
相
の
尋
也
。
此
事
を
よ
ろ
こ
び
て
曾
席
毎
に
申
さ
れ
し
と
か

や
。
（
「
正
徹
物
語
」
一
七
一
貫
）

こ
の
褒
旺
会
は
、
児
山
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
為
芦
の
死
没
年
で
あ
る
、

応
永
二
十
四
年
正
月
二
十
五
日
以
前
（
正
薇
3
7
才
）
　
に
閲
催
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
会
に
は
、
為
声
、
了
俊
な
ど
の
冷
泉
歌
人
が
出
座
し

て
い
る
が
、
川
で
み
た
、
正
徹
十
四
、
五
才
の
頃
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
自
己
の
意
見
を
堂
々
と
披
遺
し
、
一
歩
も
譲
ら
な
い
態
度
は
、
と

て
も
十
代
と
は
考
え
が
た
く
、
二
十
代
、
三
十
代
の
′
出
来
事
で
は
な
い
か
と
推

定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
回
想
の
発
話
意
図
は
、
こ
の
文
の
後
に
続
く
正
徹
白
身
の
言
に
よ
る
と

「
ほ
ぞ
に
と
を
り
て
さ
か
ひ
に
い
た
ら
ざ
る
人
は
、
人
の
鶉
を
見
る
事
も
か
た

き
也
」
と
、
他
人
の
歌
を
夷
に
理
研
す
る
に
は
、
鑑
賞
す
る
も
の
自
身
が
、
高

い
境
地
に
達
し
て
い
る
こ
」
と
の
必
要
を
主
張
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

了
俊
を
し
て
感
嘆
せ
し
め
た
自
讃
意
識
が
背
後
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。な

お
「
此
事
…
…
申
さ
れ
し
と
か
や
」
の
主
体
を
児
山
氏
は
為
芦
に
と
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
は
、
先
の
正
徹
の
発
語
意
図
や
、
立
派
な
弟
子
を
も
っ
た
了

俊
の
感
涙
か
ら
み
て
、
了
俊
と
み
る
の
が
長
い
。

㈲
　
為
秀
の
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

哀
れ
し
る
友
こ
そ
か
た
き
世
な
り
け
れ
ひ
と
り
雨
き
く
秋
の
夜
す
が
ら

ヽ

　

ヽ

の
膏
を
き
～
て
、
了
俊
は
、
為
秀
の
弟
子
に
亨
．
？
礼
た
る
也
。
（
「
正
徹
物

語
」
一
八
〇
－
一
八
一
点
）

こ
の
歌
は
、
「
正
撤
物
語
」
で
は
「
『
秋
の
夜
す
が
ら
』
と
い
ひ
捨
て
ゝ
は
て

ざ
る
所
が
肝
要
由
」
と
、
余
情
味
豊
か
な
歌
と
し
て
例
示
し
て
い
る
。
了
俊
の

「
落
書
露
出
」
に
も
「
秋
雨
」
の
題
で
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

惜
あ
る
友
こ
そ
撃
き
世
な
り
け
り
ひ
と
h
リ
雨
き
ノ
＼
秋
の
よ
す
が
ら

此
の
歌
い
か
ゞ
侍
り
L
に
や
、
心
に
し
み
て
侍
り
し
か
ば
、
門
弟
に
成
り
侍

り
し
な
り
（
歌
学
大
系
本
）

と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
、
了
俊
の
口
か
ら
輯
接
聞
い
た
語
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
歌
の
初
句
が
相
違
す
る
。
（
「
正
撤
物
語
」
の

方
、
諸
本
只
文
な
し
」
　
（
ヱ
‖
）
　
i
E
徹
が
「
惜
あ
る
」
で
な
く
、
「
哀
れ
し
る
」
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と
記
憶
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
は
、
彼
の
感
受
の
一
端
が
察
せ
ら
れ
る
よ
う
な
気

も
す
る
。

帥
　
「
正
徹
物
語
」
　
（
一
九
四
～
一
九
五
頁
）
　
に
は
、
了
俊
の
実
見
談
と
し

て
、
和
歌
に
達
者
な
領
阿
の
逸
話
が
二
つ
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、

あ
る
歌
会
で
、
誰
れ
も
詠
ま
な
か
っ
た
歌
題
を
、
為
秀
が
頓
阿
に
投
げ
与

え
ら
れ
た
と
こ
ろ
「
そ
の
誼
は
、
梅
散
り
て
客
来
る
と
云
ふ
題
に
て
候
也
。

人
の
読
ま
ぬ
も
道
理
也
。
さ
て
い
か
な
る
寛
を
か
読
み
つ
ら
ん
と
忠
ひ
て
、

披
講
の
時
聞
き
侍
り
L
に
、

と
は
る
ゝ
も
い
と
ゞ
思
ひ
の
外
な
れ
ば
立
枝
の
椀
は
散
り
過
ぎ
に
け
り
」

と
見
事
に
題
意
を
詠
み
え
た
謡
。
そ
の
二
は
、
別
の
歌
会
で
、
頓
阿
が
座
を

離
れ
た
間
に
、
ラ
イ
バ
ル
の
慶
運
が
、
歌
題
を
全
部
す
り
か
え
て
お
い
た

が
、
再
び
座
に
帰
っ
た
頓
阿
は
、
い
さ
さ
か
も
あ
わ
て
ず
、
詠
み
果
せ
た
と

い
う
逸
話
で
あ
る
。

「
正
撤
物
語
」
の
諸
本
（
多
・
神
・
寛
・
島
）
　
に
は
、
第
一
請
の
な
い
も
の
が

あ
る
が
、
こ
の
請
が
脱
落
か
増
柵
か
は
検
討
を
要
す
る
。
し
か
し
、
第
一
話
は

同
じ
く
了
俊
の
「
落
輩
か
路
顕
」
に
、

五
条
の
和
歌
所
に
て
、
為
秀
舶
歌
侍
り
L
に
、
椀
散
客
采
と
云
ふ
題
を
人
々

よ
み
て
侍
り
L
を
、
頓
阿
追
加
に

と
は
る
ゝ
も
い
と
ゞ
思
ひ
の
外
な
れ
や
立
枝
の
椀
は
散
り
過
ぎ
に
け
り

と
あ
る
の
で
、
了
俊
か
ら
直
接
聞
い
た
話
で
あ
っ
た
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
逸
話
で
少
し
問
題
な
の
は
、
正
徹
の
頓
阿
に
対
す
る
態
度

で
あ
る
。
瑚
阿
の
「
草
庵
集
」
に
対
し
て
、
正
薇
は
好
感
を
も
っ
て
い
な
い
が

（
薫
野
州
詞
書
）
、
こ
皇
彗
票
㌧
達
吟
ぶ
り
に
宣
1
い
さ
さ
か
も
批
判
め
い
た

言
辞
を
も
ら
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
一
つ
に
、
正
柑
自
身
、
速
吟
聖
L
人
で
も

っ
た
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。
m
L
、
他
の
と
こ
ろ
で
は
、
頓
阿
な
ど
四
天

王
が
、
為
世
の
風
体
を
受
け
た
た
め
「
此
比
は
ひ
よ
り
も
討
損
じ
け
る
山
」

（
二
二
七
貢
）
と
し
、
ま
た
、
或
る
七
夕
の
歌
会
で
、
頓
阿
が
七
夕
烏
に
は
必

ず
鴇
を
よ
む
べ
き
だ
と
主
張
し
た
逸
謡
を
の
せ
、
「
か
様
に
二
条
家
に
は
少
し

も
異
風
な
る
串
を
摘
ふ
也
」
と
舘
じ
て
い
る
（
二
〇
五
日
）
。
因
に
、
後
者
の

こ
と
は
、
了
俊
の
「
言
毘
集
」
　
（
古
典
全
集
本
）
　
に
「
頓
阿
・
法
師
云
、
七
夕

の
烏
と
云
題
に
て
は
か
さ
1
ざ
の
外
不
可
詠
と
叩
き
。
比
興
の
草
也
」
と
あ
る

の
で
、
先
の
謡
も
、
特
に
こ
と
わ
っ
て
は
い
な
い
が
、
了
俊
か
ら
直
接
聞
か
さ

れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

川
　
了
俊
は
、
第
年
の
こ
ろ
、
秀
句
を
い
だ
さ
ん
と
し
て
、
句
数
を
少
な
く
し

た
と
こ
ろ
、
良
基
よ
り
、
初
心
の
時
は
そ
れ
で
は
い
け
な
い
「
い
か
に
も
お

は
く
口
が
ろ
に
し
も
て
行
け
ば
、
自
然
に
上
手
に
も
成
る
な
り
」
と
折
粧
あ

っ
た
と
し
、
正
徹
も
、
こ
の
点
か
ら
、
了
俊
に
時
折
、
注
意
さ
れ
た
と
い

う
。
（
「
正
撤
物
語
」
一
八
四
～
一
八
五
百
）

こ
の
艮
孔
の
教
訓
は
、
了
按
の
「
落
輩
露
顕
」
に
「
連
歌
句
数
の
事
。
二
条
殿

の
御
教
に
は
句
の
よ
し
あ
し
を
わ
け
ず
、
心
を
広
々
と
も
ち
て
句
数
を
せ
よ
と

の
御
教
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
正
徹
が
了
俊
か
ら
開
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
「
落
書
霞
顕
」
の
「
連
歌
句
数
の
事
」
は
、
句
数
を
多
く
せ
よ

と
の
教
導
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
戒
め
る
方
向
に
あ
る
。
先
の
引
用
に
続

き
、
「
（
良
基
の
御
教
は
）
初
心
の
時
の
御
教
に
て
侍
り
L
を
、
逐
年
い
ま

は
、
初
心
も
功
入
り
た
る
か
と
存
ず
る
と
も
か
ら
の
中
に
も
、
句
数
を
高
名
す

る
人
も
侍
る
め
り
。
こ
れ
を
案
ず
る
に
、
銭
づ
く
の
連
歌
を
好
む
人
の
く
せ
に

・
ハ
う
七
る
鞍
。
（
中
略
）
几
句
嬰
等
誓
づ
と
ナ
る
人
は
、
末
だ
名
聞
こ
曇
ぞ
み

て
、
裏
芸
の
勧
告
の
あ
は
れ
豆
、
定
に
ハ
‡
ふ
と
覧
ム
び
侍
る
な
り
」
と
手
抗
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し
い
批
判
を
あ
び
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
連
歌
だ
け
で
は
な
く
、
「
了
俊
一
子

伝
」
　
（
歌
学
大
王
小
本
）
　
の
　
「
歌
も
連
歌
も
数
を
多
不
／
可
〆
読
事
」
　
の
条
に

「
初
心
の
時
は
、
歌
の
よ
き
も
句
の
よ
き
も
真
実
は
わ
き
ま
へ
が
た
き
問
J
た

ゞ
多
よ
み
あ
つ
め
し
あ
つ
め
ば
、
岩
よ
き
事
に
云
あ
て
も
や
せ
ん
と
思
問
、
い

く
ら
も
す
る
が
朽
た
る
へ
き
案
也
」
と
か
「
句
数
を
す
れ
ば
、
し
ら
ぬ
人
は
上

手
と
や
忠
ふ
べ
き
な
ど
ゝ
心
を
や
り
て
す
る
也
。
い
た
ら
ぬ
人
の
所
行
也
」
と

あ
る
よ
う
に
、
一
貫
し
た
主
張
で
あ
っ
た
。

今
、
こ
れ
を
先
の
正
徴
の
言
説
と
比
較
す
る
と
、
矛
盾
す
る
か
の
ど
と
き
感

じ
を
受
け
る
。
正
徹
は
無
期
の
遠
吟
者
で
ぁ
っ
た
の
で
、
了
俊
の
教
導
を
、
こ

の
よ
う
な
か
た
ち
で
語
る
こ
と
で
、
自
己
の
歌
数
の
多
い
創
作
態
度
を
弁
護
せ

ん
と
し
た
発
話
意
図
の
あ
る
こ
と
は
、
一
応
、
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
が
、
仔
細
に
吟
味
す
る
と
、
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
了
俊

が
歌
数
・
句
数
の
多
き
を
戒
め
る
の
は
、
数
多
い
そ
の
こ
と
自
体
で
は
な
く
、

「
句
数
を
高
名
」
し
た
り
、
そ
れ
を
上
手
と
意
識
す
る
、
詠
者
の
心
的
態
度
に

あ
る
。
正
徹
の
意
図
す
る
の
は
、
初
心
か
ら
「
よ
き
融
を
詠
ま
ん
と
す
る
」
創

作
態
比
に
対
す
る
戒
め
の
方
に
重
点
が
あ
っ
た
と
思
う
。

こ
の
他
、
「
正
撤
物
語
」
に
は
、

ヽ

　

ヽ

㈱
　
丁
稜
の
申
さ
れ
L
は
軍
詠
む
と
も
あ
つ
ま
り
て
委
し
く
誹
を
ば
よ
ま
ず
し

て
誹
を
さ
た
あ
る
が
、
第
一
の
稽
古
也
。
（
一
七
六
貢
）

と
、
和
歌
を
互
に
批
評
す
る
こ
と
が
、
上
達
の
道
で
あ
る
と
と
く
も
の
や
、

㈱
　
了
俊
の
書
き
給
へ
る
整
柿
に
も
「
ま
す
ら
を
」
は
は
し
の
「
を
」
を
か
き

侍
る
云
々
　
（
一
八
〇
封
）

と
、
ヲ
・
オ
の
仮
名
づ
か
い
を
問
題
と
す
る
も
の
、

佃
　
菰
時
と
て
萬
業
の
時
代
を
定
家
の
勘
へ
ら
れ
た
る
物
あ
り
。
重
宝
也
。
為

ヽ

　

ヽ

秀
の
自
節
本
を
丁
俊
の
く
れ
ら
れ
L
を
、
人
の
は
し
が
ら
れ
し
程
に
出
し
持

り
き
。
′
そ
つ
／
＼
と
し
た
る
物
也
。
（
一
八
五
貢
）

と
歌
霞
相
伝
モ
空
q
記
事
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。

以
上
、
正
撤
側
の
言
説
を
中
心
に
、
了
俊
と
の
師
弟
過
程
・
教
訓
受
継
の
方

向
な
ど
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
こ
に
潰
厚
に
察
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
了
俊

を
表
面
に
立
て
る
こ
と
に
よ
る
、
正
薇
の
自
訳
談
、
あ
る
い
は
、
了
俊
の
教
導

を
、
正
薇
個
人
の
特
質
を
是
譲
せ
し
め
る
方
向
に
お
い
て
採
用
し
て
い
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
発
話
意
図
の
方
途
は
「
正
撤
物
語
」
が
、
弟
子
を
前
に
し
て

語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
．
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま

た
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、
正
薇
に
と
っ
て
、
了
俊
が
重
大
な
師
で
あ
っ
た
こ

と
、
当
代
に
あ
っ
て
も
、
了
俊
が
人
々
か
ら
重
ん
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

二
、
歌
書
相
伝

「
正
徹
物
語
」
に
よ
る
と
、
正
徹
は
、
先
引
脚
の
よ
う
に
、
了
俊
か
ら
、
為

秀
自
筆
の
「
揖
時
」
　
（
「
万
葉
時
代
考
」
。
正
薇
は
定
家
と
す
る
が
、
実
は
俊

戌
の
著
）
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
了
俊
か
ら
正
薇
へ
の
歌
書
相
伝
の

一
坑
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
記
事
で
あ
る
。

名
古
屋
の
琵
左
文
楯
に
は
「
為
家
捌
和
歌
之
霞
」
　
（
江
H
）
と
い
う
袋
紹
写
本

一
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
に
は
、
了
稜
の
長
文
の
奥
雷
の
転
写

が
あ
り
、
彼
の
伝
受
し
て
い
た
「
詠
歌
一
触
為
秀
相
同
奥
書
」
以
下
十
四
本
の

歌
㌫
日
録
が
存
し
「
子
孫
之
中
数
奇
志
之
拙
壇
り
伝
1
h
ハ
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
。

先
の
、
正
徹
が
受
け
た
、
為
秀
自
筆
本
「
苗
時
」
も
、
か
か
る
了
俊
所
持
の
一

本
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
も
、
了
俊
か
ら
正
徹
へ
の
歌
霞
の
相
伝
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
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こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
、
京
邦
大
学
附
属
図
雷
蔵
平
松
家
旧
蔵
の
「
西
行
上

人
談
抄
」
に
検
討
を
加
え
た
い
。
こ
の
本
に
関
し
て
は
、
す
で
に
田
中
裕
氏
な

ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
（
琵
）
、
本
論
考
で
は
別
の
角
度
か
ら
処
理
七
た
い
。

該
書
は
近
世
書
写
の
袋
綴
写
本
一
冊
で
、
表
紙
に
「
西
行
上
人
談
抄
」
、
日
次

に
「
西
公
談
抄
、
詠
寛
大
概
、
十
鉢
、
和
讃
組
々
、
草
子
書
様
、
文
字
仕
」
と

あ
る
通
り
、
す
べ
て
六
梢
の
歌
書
の
介
錯
で
あ
る
。
そ
し
て
、
巻
末
に
次
の
識

語
が
あ
る
。

㈱
　
右
六
ケ
之
読
了
俊
相
伝
之
処
数
奇
之
御
志
深
重
奉
之
問
無
是
非
う
つ
さ
せ

・
申
し
候
相
構
々
躇
御
子
孫
無
数
奇
人
々
二
一
不
可
有
御
伝
候
当
時
此
遺
有
名
無

実
候
へ
と
も
両
神
御
加
護
之
上
着
松
葉
ち
り
う
せ
ぬ
事
に
哉

丁

応
永
十
二
年
十
二
月
　
日
　
　
　
清
八
十
社
命
。
俊
判
、

尊
明
殿

㈲
　
わ
か
の
う
ら
の
江
に
よ
る
の
・
・
、
か
老
鶏
の
命
も
ひ
な
の
あ
ら
ね
と
そ
思
ふ

此
一
帖
正
清
相
伝
卓

㈲
　
西
に
行
む
か
し
の
人
の
え
し
み
ち
を
道
に
な
ら
ふ
る
す
ゑ
の
世
の
春

正
広

六
積
の
歌
書
の
う
ち
「
和
事
鈍
々
」
は
「
近
代
秀
歌
」
の
別
本
で
あ
り
、
「
草

子
書
様
」
と
「
文
字
仕
」
は
田
中
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
両
者
合
わ
せ
て
、
い

わ
ゆ
る
「
下
官
集
」
に
該
当
す
る
と
い
う
（
注
目
）
。

と
も
か
く
、
先
の
識
語
に
よ
っ
て
、
応
永
十
二
年
に
、
了
俊
は
、
以
上
六
種

の
歌
窃
現
を
、
尊
明
な
る
人
物
に
相
伝
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
京
大

本
と
同
系
統
の
本
に
、
高
松
宮
家
蔵
「
西
行
上
人
談
抄
」
が
あ
る
（
任
1
8
）
。
こ

の
高
松
宮
本
も
、
先
の
六
種
の
歌
書
を
合
綴
す
る
点
、
お
よ
び
奥
附
な
ど
、
ほ

ぼ
京
大
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
先
引
の
識
語
部
分
に
第
千
の
異
同
や
、
ま
た
、

別
の
奥
附
が
あ
る
。
即
ち
、
叫
の
部
分
で
は
「
尊
明
殿
」
の
下
に
、
や
や
小
さ

（
マ
，
）

く
「
請
巌
童
名
」
と
注
記
が
あ
る
。
つ
い
で
㈲
の
部
分
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
次

に
、

応
永
三
十
一
年
二
月
六
日
　
　
機
微

金
春
股
遊
覧
　
物
者
判

と
あ
り
、
㈲
の
部
分
の
後
に
、

此
一
帖
清
最
和
尚
自
筆
也
従
鎌
倉
毀
金
春
祁
竹
之
然
三
男
九
郎
持
下
候
所
望

也
書
写
者
也

文
明
十
五
年
九
月
　
日
　
　
忠
広
在
判

徳
三
郎
丸
－
一
誘
置
也

と
あ
る
。

こ
の
高
松
宮
本
の
識
語
に
は
、
親
本
の
漢
字
の
読
み
の
で
き
て
い
な
い
も
の

が
多
い
。
例
え
ば
㈱
の
部
分
で
は
「
教
失
ぬ
」
　
（
散
が
良
い
）
　
「
草
紙
翁
」

（
八
十
）
　
「
請
最
」
　
（
清
）
な
ど
の
ミ
ス
が
あ
り
、
「
便
徹
」
な
ど
も
、
了
倭

の
「
俊
」
と
、
正
徹
の
「
撤
」
と
を
混
合
し
た
感
じ
を
う
け
る
。
「
物
者
」

「
禅
竹
之
然
」
　
「
徳
三
郎
」
の
各
傍
点
の
読
み
も
、
読
み
誤
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。

以
上
、
京
大
本
、
高
松
宮
本
を
総
括
す
る
と
、
六
種
の
合
撞
木
「
西
行
上
人

談
抄
」
は
、
応
永
十
二
年
十
二
月
に
、
了
俊
か
ら
尊
明
に
相
伝
さ
れ
、
つ
い
で

正
清
、
途
中
、
応
永
三
十
一
年
に
金
春
殿
に
遊
覧
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
正

広
に
相
伝
さ
れ
、
そ
の
後
、
文
明
十
五
年
、
忠
広
は
、
清
最
自
筆
本
を
も
っ
て

「
金
春
禅
竹
之
燃
三
男
九
郎
」
に
書
写
し
与
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

こ
の
際
、
尊
明
は
正
浩
と
同
一
人
物
か
否
か
に
よ
り
、
了
俊
－
尊
明
－
正
治
－

正
広
と
、
了
俊
－
正
清
（
尊
明
）
！
正
広
と
の
二
つ
の
相
伝
経
路
が
想
定
さ
れ

る
。
川
添
昭
二
氏
が
、
了
俊
年
譜
で
「
小
田
正
清
（
尊
明
）
に
あ
て
『
西
公
談

抄
』
以
下
を
書
写
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
正
清
と
尊
明
と
を
同
一
人
物
と
み

ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
福
田
秀
一
氏
も
、
最
初
は
、
前
者
の
相
伝
窪
路
を
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想
定
さ
れ
て
い
た
が
（
箆
）
、
そ
の
後
、
後
者
に
か
た
む
か
れ
た
よ
う
で
あ

る
（
∴
封
）
。
し
か
し
、
田
中
氏
は
、

こ
の
「
尊
明
」
は
言
振
集
第
一
の
奥
書
に
見
え
る
「
尊
命
丸
」
と
同
じ
で

あ
ら
う
。
刊
本
其
他
に
は
「
尊
命
丸
」
の
傍
に
　
「
小
目
正
浩
訴
」
　
と
あ
る

が
、
と
す
れ
ば
こ
の
平
松
家
本
の
奥
書
の
第
二
に
「
正
治
相
伝
」
と
あ
る
人

物
は
即
ち
尊
明
の
こ
と
に
な
る
。
静
嘉
空
文
揮
蔵
言
質
集
に
は
「
小
田
正
浩

事
」
の
上
に
「
小
田
正
徹
也
」
と
あ
り
、
顕
伝
明
名
録
巻
八
に
も
「
正
活
、

i
E
熔
尤
名
」
と
あ
る
。
平
松
家
本
の
奥
詔
第
三
に
「
正
広
」
と
あ
る
の
は
多

分
正
徹
弟
子
の
正
広
で
あ
ら
う
。
正
徴
は
一
四
・
五
の
頃
了
俊
と
一
座
し
て

ゐ
た
　
（
薇
セ
日
記
物
語
）
が
、
応
永
一
二
年
は
二
五
歳
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
童

名
の
「
丸
」
も
い
か
が
で
あ
ら
う
。
正
徹
の
幼
名
は
信
清
と
い
ほ
れ
て
ゐ
る

が
、
と
に
か
く
尊
明
（
命
）
・
正
清
即
ち
正
徹
と
い
ふ
の
は
疑
問
と
し
た

い
。
（
『
中
世
文
学
論
研
究
』
柵
注
一
三
二
）

と
さ
れ
た
。

私
は
、
尊
明
（
命
）
・
正
浩
・
正
徹
は
、
す
べ
て
同
一
人
物
と
み
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
、
正
清
に
つ
い
て
調
査
し
た
い
。

正
清
は
間
中
氏
も
触
れ
ら
れ
た
ご
と
く
「
顕
伝
明
名
録
」
に
「
正
浩
、
正
撤
元

名
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
た
の
か
「
読
史
備
要
」
も
同
様
に
記
し
て
お
り
、

一
応
、
i
E
徹
の
元
名
の
可
能
性
が
あ
る
。
正
治
の
署
名
の
あ
る
も
の
は
、
こ
の

他
言
か
披
文
庫
本
藤
原
定
家
歌
集
の
巻
末
に
附
鼓
さ
れ
た
、
木
田
本
奥
書
に

応
永
十
七
年
秋
七
月
勘
日
貴
之
　
　
隠
士
正
治

員
外
雑
寅
者
（
中
略
）
於
称
名
寺
章
庵
蓄
之

正
浩晶

と
み
え
、
正
精
が
正
微
の
元
名
な
る
こ
と
は
、
い
よ
い
よ
濃
惇
と
な
る
。
こ
の

可
能
性
を
決
定
的
に
し
た
の
は
、
久
松
呵
…
一
兵
蔵
「
秘
々
抄
」
の
筆
者
の
鑑
定

に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
平
松
家
旧
市
本
、
高
松
宮
家
蔵
本
の
「
西
行
上
人

談
抄
」
所
収
「
租
々
抄
」
は
、
「
近
代
秀
歌
」
の
現
存
諸
形
態
の
う
ち
、
流
和

本
や
定
家
自
筆
本
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
系
統
の
も
の
に
は
、

吉
沢
養
則
氏
旧
蔵
本
（
荒
）
、
谷
山
茂
氏
蔵
本
（
汗
の
）
な
ど
が
あ
り
、
久
松
氏
蔵

本
も
こ
の
系
統
に
属
す
る
。
こ
の
本
に
関
し
て
は
、
す
で
に
、
久
松
氏
自
身
、

数
度
に
わ
た
っ
て
報
告
さ
れ
（
E
の
）
、
ま
た
、
松
田
武
夫
氏
（
注
2
、
）
、
福
田
第

一
氏
（
芸
－
な
ど
の
紹
介
も
あ
り
、
よ
く
知
ら
れ
た
貴
薫
な
伝
本
で
や
匂
。
最

近
、
久
松
氏
の
御
好
意
で
、
こ
の
本
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
縦
二
七

・
五
粧
、
描
二
二
粒
の
仮
鐙
の
写
本
一
冊
で
、
塁
付
二
二
丁
の
室
町
中
期
の
描

写
で
、
流
麗
な
筆
蹟
で
あ
る
。
そ
の
奥
付
に
は
、

仰
、
此
一
帖
相
伝
巾
者
也
、
了
佗
判

恥
、
此
一
帖
松
月
軒
徒
翁
之
愚
身
相
伝
如
此
也
、
正
清

と
あ
り
、
そ
の
次
に
、
本
文
と
別
筆
で
、

令

脚
、
此
「
陣
不
懸
感
得
老
也
、
文
亀
元
酎
春
（
霹
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
貢
に
、
本
文
と
同
彗
甲
で
、

恥
、
長
禄
元
年
十
一
月
廿
六
日
、
重
而
書
之

と
あ
る
が
、
こ
の
時
の
訝
写
と
思
わ
れ
る
。

奥
書
に
よ
る
限
り
、
此
一
帖
は
、
了
俊
か
ら
正
清
に
相
伝
さ
れ
、
さ
ら
に
正

精
は
、
長
禄
元
年
に
重
ね
て
晋
写
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
木
の
豊
写
は
、
ま
さ
に
正
撤
そ
の
人
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
写
本
を
見
た
と
き
、
正
徹
筆
な
る
こ
と
を
直
感
し
た
の

で
あ
る
が
、
さ
ら
に
正
微
筆
と
し
て
信
用
で
き
る
、
．
神
話
党
文
肺
蔵
「
徒
然

一

草
」
の
柁
製
、
春
日
大
礼
蔵
和
歌
懐
紙
（
永
島
轟
太
郎
氏
著
『
百
人
の
君
疏
』
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所
収
）
と
つ
ぶ
さ
に
比
摸
し
た
結
果
、
ま
さ
に
同
筆
と
判
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
同
席
さ
れ
た
、
久
松
、
福
田
両
氏
も
等
し
く
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ

り
、
す
で
に
久
松
氏
は
、
「
読
売
新
聞
」
　
（
注
祁
）
　
で
、
福
m
氏
も
「
和
歌
史
研

究
会
会
報
」
　
（
三
七
号
）
　
に
触
れ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
事
実
の
確
認
に
よ
っ

て
、
正
清
が
正
徹
と
同
一
人
物
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
だ
け
で
な
く
、
「
近
代

秀
歌
」
　
（
秘
々
抄
本
系
）
　
の
成
立
と
伝
来
に
も
重
要
な
問
題
を
な
げ
か
け
る
。

（
琵
2
7
）

関
に
「
長
禄
元
年
十
一
月
廿
六
日
」
は
、
正
撤
七
十
七
才
で
あ
る
が
、
「
草
根

集
」
で
そ
の
年
月
日
を
み
る
と
、
二
十
三
日
は
「
恩
徳
院
の
歌
合
」
、
二
十
四
日

「
右
京
大
大
家
に
て
読
歌
」
、
二
十
五
日
は
、
自
分
の
庵
で
詠
歌
し
、
そ
の
次

は
、
十
二
月
四
日
ま
で
記
事
が
な
い
。
従
っ
て
、
二
十
六
日
は
、
歌
会
に
山
座

せ
ず
草
庵
で
、
．
こ
の
久
松
氏
本
を
書
写
す
る
時
間
的
余
裕
が
あ
っ
た
可
能
性
が

大
き
い
。

以
上
に
よ
っ
て
、
正
清
が
正
徹
の
若
年
頃
の
名
と
わ
か
っ
た
が
、
考
え
て
み

れ
ば
、
正
徹
、
清
最
な
ど
の
道
号
や
字
も
、
正
清
と
の
関
連
で
生
れ
た
も
の
か

も
し
れ
な
い
。
京
大
本
「
西
行
上
人
談
抄
」
が
、
最
後
、
正
徹
の
弟
子
正
広
に

相
伝
さ
れ
て
い
る
の
む
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
当
然
の
経
路
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
は
、
「
尊
明
」
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
、
了
俊
の
周
辺
に
、

こ
れ
に
該
当
す
る
人
物
を
み
い
だ
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
尊
明
」
と
同
一

人
物
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
田
中
氏
の
指
摘
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
「
言
撞
集
」

巻
一
の
末
尾
の

此
言
質
集
、
讃
岐
之
入
遺
法
世
平
所
望
之
問
遣
塾
。
其
後
尊
命
丸
依
所
望
重

注
遣
華
（
日
本
古
典
全
集
本
）

の
「
尊
命
丸
」
が
あ
る
。
「
明
」
と
「
命
」
の
相
違
は
あ
る
が
、
同
一
人
物
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
尊
明
」
に
関
し
て
は
、
高
松
宮
家
蔵
本
「
西
行
上
人
談

（

†

，

）

抄
」
に
「
請
巌
童
名
」
と
あ
り
、
「
活
最
童
名
」
の
誤
写
と
み
て
、
正
徹
の
貴

名
と
注
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
先
の
「
言
異
集
」
　
の
　
「
尊
命

丸
」
の
傍
に
、
諸
本
の
う
ち
、
電
門
文
庫
本
、
松
平
文
庫
本
、
東
山
御
文
庫

本
、
内
閣
文
相
二
木
、
広
島
大
学
B
本
に
は
、
な
ん
の
注
記
も
な
い
が
、
承
応

刊
本
、
書
陵
郎
本
、
広
島
大
学
A
木
に
は
「
小
田
正
清
事
」
と
あ
り
、
静
嘉
堂

文
庫
本
で
は
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
「
小
田
正
徹
也
」
と
注
記
が
あ
る
（
注
巴
。

し
て
み
る
と
、
「
尊
命
丸
」
は
「
正
清
」
即
ち
、
正
徹
の
売
名
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
可
能
性
は
、
田
中
氏
も
、
一
応
、
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
正
薇
の
幼
名
が
「
信
清
」
と
言
わ
れ
て
い
る
と
か
、
応
永
十
二
年
は
正
徹

二
十
五
才
に
あ
た
れ
る
の
で
「
童
名
」
の
「
丸
」
も
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
と
疑

問
視
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
正
清
と
正
徹
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
現
段
階
で
は
、
高
松
宮
本
や
「
言
琶
集
」
の
注
記
も
、
何
か
根
拠

あ
っ
て
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
可
能
性
が
大
き
く
な
る
。
た
だ
支
障
と
な
り
そ

う
な
点
は
、
田
中
氏
の
御
説
の
よ
う
に
、
二
十
五
才
で
童
名
を
も
っ
て
呼
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
当
時
の
記
録
期
で
若
干
調
査
し
て
み
た
が
、

「
丸
」
の
童
名
は
、
せ
い
ぜ
い
十
代
の
後
半
く
ら
い
ま
で
が
多
く
、
二
十
才
を

越
え
て
の
使
用
は
普
通
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
も
、
了
俊
が
正
薇
に

ま
み
え
た
頃
、
ま
だ
「
尊
明
（
命
）
丸
」
と
い
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
後

も
、
宛
名
に
そ
の
呼
称
を
書
い
た
と
考
え
れ
ば
一
応
、
支
持
と
は
な
ら
な
い
。

高
松
宮
本
に
あ
の
注
記
を
記
し
た
の
は
、
相
伝
の
過
程
で
、
案
外
、
弟
子
正
広

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
「
言
碍
集
」
の
傍
注
も
、
「
正
薇
」
と
せ
ず
「
正
清
」

と
注
し
て
あ
る
の
は
、
正
徹
が
ま
だ
正
清
と
い
っ
て
い
た
頃
に
、
あ
る
一
木
の

「
言
屋
集
」
に
記
さ
れ
た
可
能
性
も
で
て
く
る
。
こ
の
推
定
が
正
し
い
な
ら
、

「
小
田
」
と
い
う
姓
も
、
こ
れ
ま
で
、
備
中
小
用
氏
出
身
と
い
わ
れ
て
き
た
だ

け
に
信
用
度
を
ま
す
。
応
永
十
年
前
後
は
、
先
の
師
事
過
椎
で
も
考
証
し
た
よ
う
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に
正
徹
が
了
稜
に
本
柏
的
拉
叩
串
関
係
亘
療
び
は
じ
め
た
時
間
に
あ
た
る
。
了

窯
の
著
書
や
禁
書
逓
力
相
伝
を
所
ヨ
す
る
の
も
納
得
で
き
る
。
他
に
、
了
俊
の

周
辺
に
、
「
尊
明
（
命
）
丸
」
と
呼
ば
れ
る
別
人
が
い
れ
ば
話
は
別
だ
が
、
現

段
階
で
は
、
「
尊
明
（
命
）
丸
」
を
「
正
清
」
、
即
ち
「
正
徹
」
と
同
一
人
物

と
み
て
お
き
た
い
。

従
っ
て
、
正
徹
は
、
応
永
十
二
年
十
二
月
に
「
西
行
上
人
談
抄
」
な
ど
六
種

の
歌
書
、
応
永
十
三
年
五
月
以
降
ま
も
な
く
「
言
置
集
」
の
相
伝
を
受
け
た
こ

と
に
な
る
。

さ
ら
に
付
言
す
る
と
、
正
徴
の
号
で
あ
る
「
松
月
」
も
、
了
俊
の
号
を
受
け

継
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
　
（
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て

い
な
い
）
。
先
引
の
久
松
氏
本
に
あ
っ
た
「
松
月
軒
徳
翁
」
が
そ
れ
を
示
す
。

ま
た
「
源
氏
六
帖
抄
」
　
（
青
陵
部
蔵
）
　
の
奥
書
「
応
永
十
五
年
五
月
日
、
椙
月

彼
翁
在
印
判
」
も
『
図
昌
寮
典
籍
解
題
』
　
（
文
学
編
）
　
『
源
氏
物
語
事
典
』
た

ど
「
机
月
」
と
す
る
が
、
原
木
で
み
る
と
「
机
」
　
「
松
」
　
「
招
」
と
も
よ
め
る

曖
昧
な
字
柄
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
そ
の
後
調
査
し
た
、
国
立
国
会
図
書
館
蔽

「
師
説
自
見
集
」
　
（
「
源
氏
六
帖
抄
」
を
合
む
も
の
）
　
に
は
、
「
松
月
征
翁
一

と
明
記
し
て
あ
っ
た
。
正
徹
の
号
「
松
月
」
は
、
了
俊
の
号
を
受
継
し
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

大
阪
府
立
図
書
館
蔵
「
古
今
相
伝
之
美
々
壱
巻
」
　
（
袋
緩
・
写
本
一
冊
）
は

そ
の
奥
附
に

右
之
条
々
惜
千
金
萬
玉
成
共
不
可
有
伝
受
者
也

正
徹
判
者

と
あ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
内
の
「
古
今
和
歌
集
三
相
ノ
口
伝
血
脈
川
」
で
、
使

成
・
定
家
以
来
の
血
脈
の
摸
、

…
…
為
秀
－

ー
　
為
邦
　
－
為
デ

前
上
総
介
伊
与
前
司

1
了
俊
1
1
－
－
正
徹

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
ど
こ
ま
で
信
用
し
て
よ
い
か
ど
う
か
は
問
題
だ

が
、
正
徹
の
手
を
へ
て
い
る
こ
の
写
本
に
お
い
て
、
自
分
を
了
俊
の
重
下
に
位

置
さ
せ
て
い
る
点
に
、
正
徹
の
了
俊
に
対
す
る
姿
朝
の
一
端
が
察
せ
ら
れ
る
よ

う
に
思
う
。

そ
の
他
、
了
俊
か
ら
「
源
氏
物
語
」
の
講
釈
を
、
十
余
年
も
受
け
て
お
り

（
「
な
ぐ
さ
め
草
」
）
、
こ
れ
は
、
正
徹
の
歌
風
形
成
に
大
き
な
影
鷺
を
与
え

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
了
俊
へ
の
信
頼
・
尊
敬
は
、
絶
対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
方
で
は
、
常
に
「
我
は
為
秀
舶
了
稜
の
末
葉
に
侍
れ
と
も
、
鶉
は
た
1
定

家
、
慈
跳
の
む
ね
の
内
を
、
再
に
守
っ
ら
や
み
侍
り
、
く
た
り
は
て
た
る
家
の

二
条
冷
泉
を
は
、
し
た
ひ
侍
ら
す
」
　
（
蓄
運
）
と
語
っ
て
、
歌
の
向
上
を
志
向

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
日
ソ
　
に

「
正
徹
と
了
俊
」
と
通
し
て
、
そ
の
価
轟
過
程
と
歌
書
伝
受
を
め
ぐ
っ
て
考

察
を
進
め
て
き
た
が
、
岩
千
で
は
あ
る
が
、
新
し
い
事
実
を
追
加
で
き
た
。
例

え
ば
、
二
人
の
最
初
の
出
会
い
の
間
題
分
析
、
石
山
参
詣
の
年
時
考
証
、
巧
阿

の
逸
話
な
ど
、
了
授
菩
作
中
に
お
け
る
聞
達
記
事
の
指
摘
、
ま
た
、
芋
！
一
宮
叩
伝

で
は
、
久
松
氏
本
「
租
々
抄
」
の
竿
蹟
判
定
で
、
「
拝
信
」
が
、
正
軍
の
元
名

な
る
こ
と
を
確
か
め
、
そ
れ
を
も
と
に
、
「
尊
明
」
が
正
徹
の
童
名
で
は
な
い
か

と
推
測
し
た
。
こ
れ
よ
り
、
了
俊
が
「
輿
付
上
人
談
抄
」
な
ど
六
部
の
歌
書
、

お
よ
び
「
ニ
て
‖
閏
集
」
を
、
正
規
に
バ
写
し
、
与
え
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
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っ
た
。最

後
に
、
こ
れ
ま
で
た
ど
っ
て
き
た
、
正
徹
と
丁
俊
の
関
係
を
正
徴
の
立
場

で
表
示
し
て
お
き
た
い
。

※
「
出
典
資
料
」
に
は
、
参
考
資
料
も
並
記
し
た
。
な
お
、
続
類
従
本
「
正

薇
百
首
」
の
判
詞
は
了
俊
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
今
川
範
政
の
誤
り
で
あ

る
（
琵
2
9
）
。

．
∴

5122
2562

俊
令

．
廿

0777

関
　
　
連
　
　
記
　
　
事

幕
府
本
行
治
部
方
で
の
月
次
和
歌

会
に
出
座
し
、
了
俊
に
ま
み
え
る

為
邦
・
為
芦
・
了
傍
ら
と
東
山
へ

花
見
に
行
く
。

了
俊
と
石
山
寺
に
参
話
し
、
詠
歌

す
る
。

了
俊
か
ら
「

ど
、
六
郎
の

る
。

歌酋

莞望（
和人：
伝談：
を抄：

了
俊
よ
り
「
言
匹
集
」
を
霞

与
え
ら
る

笥㌫

了
俊
か
ら
、
初
心
の
こ
ろ
は
、

か
ろ
く
詠
ず
る
こ
と
を
さ
と
さ

る
。

了
俊
か
ら
、
為
秀
の
弟
子
に
な

た
機
縁
を
き
く
。

づ　れ口

了
俊
か
ら

歌
を
沙
汰
す
る
の
が

第
一
の
稽
古
で
あ
る
と
教
え
ら
れ

る
。

了
俊
か
ら
、
頓
阿
の
歌
の
達
者
ぶ

り
を
き
く
。

了
陵
か
ら
、
為
秀
筆
の
「
万
時
」

菅
肯
且
忠
恕
愕
－
．
一
．
】
－
．
L
1
－
－

或
所
の
伝
旺
会
で
、
為
声
の
歌
の

勝
を
主
張
、
了
俊
の
賛
同
を
う
る

「
址
研
子
刊
朝
刃
剋
刊
像
廠
画
の
時
］

に
「
源
氏
物
語
」
の
講
釈
を
受
け

た
こ
と
を
回
想
す
る
。

山
典
資
料

正
接
物
語

正
敏
物
語

早
根
集
・
永
耳

九
年
正
徹
詠
章

最
大
射
り
嘲
l
l

松
宮
本
「
西

行
上
人
談
抄
」

正
撤
物
語

落
書
露
鋸

正
微
物
語

．
蘭
書
置
固
l

正
撤
物
語

正
徹
物
語

落
書
露
頸

正
徹
物
語

正
薇
物
語

な
ぐ
さ
め
草

注
1
、
釦
谷
直
樹
氏
は
「
正
薇
物
語
成
立
年
代
考
」
　
（
国
語
同
文
・
昭
和
二
六

・
七
）
で
、
文
安
五
年
六
十
八
歳
の
成
立
と
さ
れ
た
。

2
、
諸
本
と
し
て
は
「
撤
封
記
物
語
」
と
し
て
、
多
和
文
種
木
（
多
）
・
神

宮
文
庫
本
（
神
Å
）
・
寛
文
二
年
版
本
（
覚
）
・
島
根
大
学
本
（
島
）
、

「
清
最
茶
話
」
と
し
て
、
内
閣
文
枠
本
（
内
）
・
神
宮
文
庫
本
（
神
B
）

を
校
合
に
使
用
す
る
。

3
・
『
正
撤
論
』
　
（
八
百
）
で
は
、
応
永
二
年
、
『
今
川
了
俊
』
　
（
三
三
四

日
）
　
で
は
、
応
、
些
元
年
説
。

4
、
『
今
川
了
稜
歌
学
怨
と
研
究
』
　
（
一
〇
九
百
）
。

5
、
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
前
別
』
　
（
四
二
貝
）
。

6
、
丹
精
木
「
草
根
整
」
　
（
巻
三
）
に
よ
る
と
、
亡
父
の
三
十
年
忌
を
行
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
他
の
諸
本
の
よ
う
に
、
三
十
三
が
よ
く
、
正
梧
二

十
才
の
と
き
に
死
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

7
、
『
今
川
了
稜
』
　
（
三
二
〇
日
）
。

8
、
人
物
茫
書
『
今
川
了
倭
』
　
（
二
九
一
頁
）
。

9
、
「
正
撒
年
譜
」
　
（
国
語
と
国
文
学
・
昭
和
六
・
七
）

1
0
、
「
今
川
了
俊
覚
書
」
　
（
法
文
論
告
文
科
福
第
八
日
イ
）
。

1
1
、
「
招
月
庵
正
薇
伝
致
抄
」
　
（
水
黒
・
昭
和
十
・
六
～
十
三
・
十
二
）
。

1
2
、
前
掲
票
琶
（
四
四
貢
）

1
3
、
拙
稿
「
正
教
の
伝
記
を
め
ぐ
る
二
三
の
問
題
」
　
（
国
文
学
放
第
三
十
四

号
）
。
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1
4
、
古
典
文
学
大
系
の
頭
誼
に
は
「
な
さ
け
あ
る
」
と
す
る
本
も
あ
る
定
の

こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
伝
本
で
あ
ろ
う
。

1
5
、
徒
川
美
術
館
所
蔵
了
俊
自
筆
「
和
寄
秘
抄
」
は
、
這
左
文
庫
本
の
原
本

で
あ
る
ら
し
い
　
（
川
添
氏
『
今
川
了
俊
』
一
八
二
日
）
。

1
6
、
1
7
、
『
中
世
文
学
論
研
究
』
　
（
二
六
一
百
以
下
）

1
8
、
福
田
秀
一
氏
か
ら
、
写
真
版
を
拝
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

1
9
、
「
近
代
秀
歌
の
諸
本
に
つ
い
て
」
　
（
武
蔵
大
学
天
文
学
会
雑
誌
・
第
一

号
）
。

2
0
、
「
近
代
秀
歌
第
四
戎
本
（
摘
々
抄
本
）
　
の
伝
本
補
説
」
　
（
和
歌
史
研
究

会
会
報
第
三
十
七
号
）
。

2
1
、
佐
々
木
信
網
氏
『
国
文
学
の
文
献
学
的
研
究
』
　
（
一
五
七
豆
）
　
に
紹

介
。

2
2
、
谷
山
茂
氏
『
為
家
書
札
と
そ
の
妖
艶
幽
玄
体
』
　
（
文
林
・
第
二
号
）
　
に

紹
介
。

2
3
、
「
近
代
秀
歌
の
原
形
に
つ
い
て
」
　
（
国
語
と
国
文
学
・
昭
和
二
四
・
一

〇
）
・
「
定
家
歌
論
毒
考
H
」
　
（
日
本
学
士
院
紀
要
・
昭
和
三
五
・
三
）

な
ど
。

2
4
、
「
近
代
秀
歌
の
疑
問
」
　
（
文
学
・
昭
和
四
二
・
九
）
。

2
5
、
前
掲
論
文
。

2
6
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
十
七
日
夕
刊
。

2
7
、
「
近
代
秀
歌
」
の
成
立
や
伝
来
に
関
し
て
は
、
最
近
、
福
田
秀
一
氏
に

詳
細
な
論
考
が
あ
る
（
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
第
二
・
三
・
四
合
併
号

な
ど
）
。

2
8
、
「
言
質
集
」
諸
本
の
う
ち
、
竜
門
・
松
平
・
書
綾
部
・
兼
山
の
各
伝
本

に
関
し
て
は
、
荒
木
尚
氏
か
ら
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

2
9
、
拙
稿
「
正
薇
百
首
の
諸
本
と
成
立
に
つ
い
て
」
　
（
文
学
・
語
学
4
6
号
）

参
照
。

（
昭
和
四
十
五
年
六
月
）

1
－
－
広
島
大
学
文
学
部
助
手
・
－
－

「
新
挟
菟
玖
波
集
自
立
語
索
引
」

山
根
清
隆
編
（
中
世
史
芸
叢
書
別
巻
2
）

序
文
・
連
歌
・
洩
詩
・
詞
音
・
左
注
に
用
い
ら
れ
た
全
自
立
語
を
検
索

で
き
る
よ
う
に
し
た
索
引
。

描
山
頂
・
金
子
金
治
郎
編
「
新
甥
菟
竹
波
集
実
撞
木
」
　
（
角
川
書
店
）

の
本
文
に
よ
る
も
の
。

（
A
5
版
・
昭
和
四
十
五
年
六
月
刊
、

広
島
中
世
文
芸
研
究
会
、
　
非
売
品
）
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